
表 1 各添加濃度の真度および精度の目標値 
濃度（ppm) 真度（％） 併行精度（％） 室内精度（％）

0.01 70～120 25＞ 30＞
0.1 70～120 15＞ 20＞  
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要 旨 農産物の残留農薬等一斉分析法の使用機器 LC/MS/MS を更新する機会に測定項目の見直し

を行い、農産物 8 品目に対する妥当性評価を実施した。その結果、評価項目数 107 のうち評価基準に

適合した項目数は、キャベツ 96、にんじん 103、こまつな 99、ばれいしょ 99、あまなつ 99、茶 58、

落花生 97、小麦粉 100 であった。 
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1．はじめに 

農 産 物 の 残 留 農 薬 等 一 斉 分 析 法 に 使 用 す る

LC/MS/MS を更新する機会に合わせて、測定項目の見

直しと混合標準液の変更を行った。それに伴い厚生労

働省医薬食品局安全部長通知平成 22 年 12 月 24 日付

け食安発 1224 第 1 号「食品中に残留する農薬等に関

する試験法の妥当性評価ガイドラインの一部改正につ

いて」1)（以下「ガイドライン」という）に基づき妥

当性評価を実施したので報告する。 
 

2．試料 

ガイドラインに基づき代表的な食品として以下の

農産物 8 品目を選択した。 
（1）キャベツ（イオウ化合物を含むもの） 
（2）にんじん（その他） 
（3）こまつな（葉緑素を多く含むもの） 
（4）ばれいしょ（デンプンを多く含むもの） 
（5）あまなつ（果実） 
（6）茶 
（7）落花生（豆類・種実類） 
（8）小麦粉（穀類） 
 にんじんについては、過去の依頼実績が多いことか

ら評価対象に加えた。 
 
3．方法 

ガイドライン 1)に基づき、添加濃度は 0.01ppm（一

律基準値）と 0.1ppm の 2 濃度、真度は添加試料を 6
回測定し得られた結果の平均値の添加濃度に対する比

を求め、精度は実施者 1 名が 1 日 1 回（3 併行）5 日

間実施する枝分かれ実験を行った。また、定量下限値

は 0.005 ppm とした。各添加濃度の真度および精度の

目標値を表 1 に示した。 

 

4．試薬・試液・精製カラム 

4．1  試薬・試液 

4．1. 1 標準品および標準液 

 標準品は富士フィルム和光純薬製のクレソキシム 
メチル標準品、クロルピリホス標準品、ジエトフェ 
ンカルブ標準品、ピリダベン標準品、メラタキシル 
標準品、メタラキシル－M 標準品、フルジオキソニ 
ル標準品を使用した。各標準品をメタノールで溶解 
し 200ppm に調製した後、混合希釈し 20ppm の混 
合標準液とした。 

標準液は林純薬社製の PL2005農薬 LC/MS Mix  
4、PL2005 農薬 LC/MS Mix 5、PL2005 農薬 LC/MS 
Mix 6、PL2005 農薬 LC/MS Mix 7、STQ-LC 法用

農薬混合標準液（極性 53 物質）を使用した。 
全ての標準液をメタノールで混合希釈して 2ppm

の標準原液とし、それを適宜希釈して使用した。 
4．1. 2 その他の試薬・試液 

4．1. 2. 1 試薬 

  塩化ナトリウム、無水硫酸ナトリウム、りん酸水素 
二カリウム、りん酸二水素カリウムは特級、アセト 
ン、アセトニトリル、n－ヘキサン、トルエンは残 
留農薬試験用、メタノール、酢酸アンモニウムは 
LC/MS 用を使用した。 



4．1. 2. 2 試液 

アセトン n－ヘキサン（1：1）混液：アセトン  
500mL に n－ヘキサン 500 mL を加える。 

アセトン n－ヘキサン（15：85）混液：アセトン 
150 mL に n－ヘキサン 850 mL を加える。 

アセトニトリルトルエン（3：1）混液：アセトニ

トリル 750 mL にトルエン 250 mL を加える。 
 0.5mol/L リン酸緩衝液（pH7.0）：リン酸水素二

カリウム（K2HPO4）52.7g およびリン酸二水素カリ

ウム（KH2PO4）30.2g 量り採り、水約 500mL に溶

解し、1mol/L 水酸化ナトリウム又は 1mol/L 塩酸を

用いて pH を 7.0 に調整した後、水を加えて 1L とす

る。 
4．2  精製カラム 

（1）オクタデシルシリル化シリカゲルミニカラム（以 
下「C18」という） 

   InertSep C18FF（1g）6mL（ GL サイエンス社 
   製）（野菜、果実に使用） 
   InertSep C18FF（2g）12mL（ GL サイエンス

社製）（穀類、豆類・種実類、茶に使用） 
（2）グラファイトカーボン N-プロピルエチレンジア

ミンミニカラム（以下「GC/PSA」という） 
   ENVI-carbⅡ/PSA（500mg/500mg）6mL（スぺ 

ルコ社製）（野菜、果実に使用） 
InertSep GC/PSA（1g/1g）20 mL（ GL サイエ

ンス社製）（穀類、豆類、種実類に使用） 
InertSep GC/PSA（2g/1g）20mL （GL サイエ 
ンス社製）（茶に使用） 

（3）シリカゲルミニカラム（以下「SI」という） 
InertSep SIFF（1g）6mL （GL サイエンス社 
製）（茶に使用） 

 
5．LC/MS/MS 測定条件 

 測定機器（島津製作所製） 

LCMS-8050 
（1）HPLC 条件 

カラム：アジレントテクノロジー株式会社製 
Poroshell 120 EC-C18  
2.1mm×100mm 2.7um  

カラム温度：40℃ 
流量：0.3 mL/min（初期）→0.3 mL/min 

（15 分）→0.4 mL/min（16 分）→ 
0.4 mL/min（19 分）→0.3 mL/min 

（25 分） 
グラジェント条件 
移動相 A:10mM 酢酸アンモニウム水溶液 

B:メタノール 
A:B＝85:15（初期）→60:40（0.5 分）→60:40 

（1.75 分）→50:50（3 分）→45:55 
（4 分）→5:95（8.75 分）→5:95（20 分） 
→85:15（20.1 分-5 分間ホールド） 

（2）MS/MS 条件 
 ESI-Positive Negative MRM モード 

インターフェイス温度 300℃ 
DL 温度 150℃ 
ネフライザーガス流量 3.00L/min 
ヒーティングガス流量 10.00L/ min 
ヒートブロック温度 400℃ 
ドライングガス流量 10.00L/ min 

   
6．抽出方法 

試験溶液調製方法は既報 2)に従った（図 1、2）。 
平成 17 年 1 月 24 日付け食安発第 0124001 号厚生

労働省医薬食品局食品安全部長通知「食品に残留する

農薬、飼料添加物又は動物用医薬品の成分である物質

の試験法」3)（以下「通知」という）を基本として試

験溶液を調製し、茶については SI 精製を追加するこ

とで、カフェイン等の夾雑物質の影響を軽減した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粉砕均一化試料

野菜果実：20.0g
穀類豆類種実類：10.0g

振とう抽出またはホモジナイズ

振とう（10分間）

抽出液20mLを分取

振とう抽出またはホモジナイズ

残留物

吸引ろ過・遠心分離

吸引ろ過・遠心分離

GC/MS/MS試験溶液

ミニカラム精製2

濃 縮

40℃以下で1mL以下に減圧濃縮
窒素ガスで乾固

アセトン-ｎ-ヘキサン(1:1)で溶解して
通常正確に2～4mL（等倍）とする

NaCl（野菜果実：5g 穀類豆類種実類：8g）
0.5mol/Lリン酸緩衝液（pH7.0)10mL添加

アセトニトリル20mL添加

アセトニトリル50mL添加

GC/PSA
野菜果実：ENVI-carbⅡ/PSA（500mg/500mg）6mL
穀類豆類種実類：InertSep GC/PSA(1g/1g)20mL
アセトニトリル・トルエン(3:1)で
コンディショニング

抽出液をカラムに負荷

アセトニトリル・トルエン(3:1)で溶出

ミニカラム精製1

アセトニトリル層を分取

遠心分離1500rpm5分

アセトニトリル

100mLに定容

濃縮・乾固

無水硫酸Na積層 C18
野菜果実：InertSep C18FF（1g）6mL
穀類豆類種実類：InertSep C18FF（2g）12mL
アセトニトリルでコンディショニング
アセトニトリル層を負荷アセトニトリルで溶出

アセトニトリル：トルエン(3:1)3mL添加
40℃以下で2～3mLに減圧濃縮

LC/MS/MS試験溶液

GC/MS/MS試験溶液の一部を分取し窒素ガスで乾固

メタノールに転溶する

 
図 1 野菜、果実、豆類・種実類、穀類抽出方法 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
7．評価項目および妥当性評価結果 
 評価項目数 107 のうち、評価基準に適合した項目数

はキャベツ 96、にんじん 103、こまつな 99、ばれい

しょ 99、あまなつ 99、茶 58、落花生 97、小麦粉 100
であった（表 2）。  

 

8．考察 

 茶以外の農産物（キャベツ、にんじん、こまつな、

ばれいしょ、あまなつ、落花生、小麦粉）では評価基

準に適合した項目数が測定項目数の 90％以上となっ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
茶については半数近くの項目が不適合であり、不適

合となった項目の多くは極性が高いといわれている項

目であった。この原因はミニカラム精製に野菜等では

使用していない SI を追加していることが考えられた。 

SI は極性物質の除去に有効とされ 4)、茶の夾雑物質で

あるカフェイン除去のために使用している。当所では、

2014 年まで SI 精製を行わずに茶の GC/MS 測定用試

験溶液を調製していた。しかし、TIC により夾雑物質

巨大ピークが複数確認されていたこと、試験溶液中に

夾雑物質が析出し機器分析に影響を及ぼしていたこと

から、既報 5)の検討を経て SI 精製を追加した。また、

2020 年に実施した GC/MS/MS による農産物の残留農

薬等一斉分析法妥当性評価においても、茶については

SI 精製を追加して試験溶液を調製している 2）。この

ため、GC/MS/MS による農産物の残留農薬等一斉分析

法の試験溶液調製後、その一部を分取しメタノールに

転溶して機器分析を行う LC/MS/MS による農産物の

残留農薬等一斉分析法だけで SI 精製を行わず試験溶

液を調製することは難しい。茶はカフェインやカテキ

ンなど特有の夾雑物質が多く存在することや、乾燥し

た葉を検体とすることで夾雑物質がより濃縮されてい

ることなど他の農産物とは異なる性質があり、多くの

農産物と同じ一斉分析法では測定が難しい項目が出て

くることは想定内のことであった。今後茶について極

性が高いとされる項目の測定を行うとすれば、通知 3）

の別添にある個別試験法を参考に測定方法を検討して

いく必要があると考える。 
機器更新に伴い測定項目の見直しを行ったことで、

厚生労働省が都道府県等における食品中の農薬等の検

査結果を収集・集計している食品中の残留農薬検査結

果の 2016~2018 年度 6),7),8)において、国内産農産物に

検出割合が高かった農薬 24 項目のうち、当所での測

定項目数が機器更新前は 1 項目であったが、8 項目に

増加した。実際に検出頻度の高い農薬の検査項目数を

増やすことで、食品安全の向上により一層寄与してい

きたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

粉砕試料5g

アセトニトリル層を分取

振とう（10分間）

抽出液20mLを分取

残留物

吸引ろ過・遠心分離

吸引ろ過・遠心分離

GC/MS/MS試験溶液

濃 縮

NaCl 8g
0.5mol/Lリン酸緩衝液（pH7.0)10mL 添加

アセトニトリル20mL添加

無水硫酸Na積層 C18
InertSepC18FF（2g）12mL
アセトニトリルでコンディショニング
アセトニトリル層を負荷アセトニトリルで溶出

遠心分離1500rpm5分

抽出液をカラムに負荷
アセトニトリル・トルエン(3:1)で溶出

40℃以下で1mL以下に減圧濃縮 窒素ガスで乾固
アセトン-ｎ-ヘキサン(1:1)で溶解して

通常正確に1mL（等倍）とする

SI
InertSep SI FF  (1g）6mL
アセトン-n-ヘキサン(15:85) でコンディショニング

抽出液をカラムに負荷

アセトン-n-ヘキサン(15:85) 以上で溶出

40℃以下で1mL以下に減圧濃縮 窒素ガスで乾固

アセトン-n-ヘキサン(15:85) 3mLで溶解

濃縮・乾固

振とう抽出またはホモジナイズ

振とう抽出またはホモジナイズ

蒸留水20gを加え15分間静置
アセトニトリル50mL添加

アセトニトリル

100mLに定容

GC/PSA
InertSep GC/PSA (2g/1g) 20mL
アセトニトリル・トルエン(3:1)でコンディショニング

濃縮・乾固

ミニカラム精製1

ミニカラム精製2

ミニカラム精製3

アセトニトリル・トルエン(3:1) 3mL添加
40℃以下で2～3mLに減圧濃縮

LC/MS/MS試験溶液
GC/MS/MS試験溶液の一部を分取し窒素ガスで乾固

メタノールに転溶する

 
図 2 茶抽出方法 

表 2 測定項目および妥当性評価結果 
農産物名 キャベツ にんじん こまつな ばれいしょ あまなつ 茶 落花生 小麦粉

適合項目数

項目名
1 1-ナフチルアセトアミド 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

2 TCMTB ×(1)(2)(3） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 アザメチホス ×（3） 〇 〇 ×（1） ×（1） ×(1)(2)(3） 〇 〇

4 アジンホスメチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 アセタミプリド 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

6 アセフェート ×（1） ×（1） ×（1） ×（1） ×(1)（3） ×(1)(2)(3） ×(1)(2)(3） ×(1)(2)(3）
7 アゾキシストロビン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

8 アトラジン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（3） 〇

9 アニロホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 イプロバリカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇

58 97 100№ 96 103 99 99 99

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2 つづき 
農産物名 キャベツ にんじん こまつな ばれいしょ あまなつ 茶 落花生 小麦粉

適合項目数

項目名
11 イマザメタベンズメチル 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

12 イマザリル 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

13 イミダクロプリド 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

14 インドキサカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 エポキシコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇

16 オキサジキシル 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

17 オキサジクロメホン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 オキサミル 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

19 オキシカルボキシン ×（1） 〇 ×（1） ×（1） ×（1） ×(1)(2)(3） 〇 〇

20 オメトエート 〇 〇 ×（1） 〇 〇 ×(1)(2)(3） ×（1） 〇

21 オリザリン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

22 カルバリル(NAC) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 カルプロパミド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

24 カルボフラン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

25 クミルロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

26 クレソキシムメチル 〇 〇 ×（1） 〇 〇 ×（1） 〇 〇

27 クロキントセットメキシル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

28 クロチアニジン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

29 クロフェンテジン ×(1)（3） 〇 ×(1)（2） ×(1)(2)(3） 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇

30 クロマフェノジド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

31 クロメプロップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

32 クロリダゾン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

33 クロルピリホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

34 クロロクスロン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

35 シアゾファミド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

36 シアナジン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

37 ジウロン(DCMU) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

38 ジエトフェンカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

39 ジフェノコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

40 シフルフェナミド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

41 ジフルベンズロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

42 シマジン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

43 ジメチリモール 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

44 ジメトエート 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

45 ジメトモルフ 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

46 シメトリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

47 シラフルオフェン ×（1） ×（3） ×（3） ×（1） ×（1） ×(1)（3） ×(1)（3） ×（1）
48 スピノサド 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） ×(1)（3） 〇

49 スピﾟロキサミン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

50 ダイムロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

51 チアクロプリド 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

52 チアベンダゾール 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 ×（1）
53 チアメトキサム 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

54 チフルザミド 〇 〇 〇 〇 ×（3） ×（1） 〇 〇

55 テブチウロン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

56 テブフェノジド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

57 テフルベンズロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

58 トリチコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

59 トルフェンピラド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

60 ナプロアニリド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

61 ノバルロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1）
62 ノルフルラゾン ×（3） 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

63 ビテルタノール 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

64 ピラクロストロビン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

65 ピラゾリネート ×(1)(2)(3） ×（3） ×(1)(2)(3） ×(1)(2)(3） ×(1)(2)(3） ×(1)（3） ×(1)(2)(3） ×(1)(2)(3）
66 ピリダベン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

67 ピリフタリド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

68 ピリミカーブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

69 フェナミホス 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)（3） 〇 〇

70 フェノキサプロップエチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

71 フェノキシカルブ ×（3） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

72 フェノブカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

73 フェンアミドン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

74 フェンピロキシメート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

75 フェンブコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

76 フェンメディファム 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

77 ブタフェナシル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

78 フラチオカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

79 フラメトピル 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇

80 フルジオキソニル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

№ 96 103 99 99 99 58 97 100
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表 2 つづき 
農産物名 キャベツ にんじん こまつな ばれいしょ あまなつ 茶 落花生 小麦粉

適合項目数

項目名
81 フルシラゾール 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)（3） 〇 〇

82 フルトラニル 〇 〇 〇 〇 ×（3） ×（3） 〇 〇

83 フルトリアホール 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

84 フルフェナセット 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

85 フルフェノクスロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

86 プロパキザホップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

87 プロポキスル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

88 ヘキサコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1）
89 ヘキサジノン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

90 ヘキシチアゾクス ×（3） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

91 ヘキサフロムロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

92 ペンシクロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

93 ベンゾフェナップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

94 ベンダイオカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

95 ボスカリド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

96 ホスチアゼート 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇

97 ホスファミドン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

98 メタベンズチアズロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

99 メタミドホス ×(1)（3） ×（1） ×（1） ×(1)（3） ×(1)（3） ×(1)(2)(3） ×（1） ×（1）
100 メタラキシル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)（3） 〇

101 メチルジメトン 〇 〇 〇 ×（1） 〇 ×（3） ×(1)（3） 〇

102 メトキシフェノジド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

103 メビンホス 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

104 モノクロトホス 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

105 ラクトフェン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

106 リニュロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

107 ルフェヌロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

100№ 96 103 99 99 99 58 97

 
〇：目標値適合 ×：目標値を満たさなかったもの 

(1)：真度不適合 (2)：併行精度不適合 (3)：室内精度不適合 
 


